














































































































































































齋藤 典子?，葭葉 藍?，黒田 由莉?
奈良 和希?，柿沼由香里?，村田せつ子?
河内 ルミ?，安齋 玲子?，中野 惠介?
（１ 館林厚生病院 看護部 東４階病棟）
（２ 同 緩和ケアチーム）
【はじめに】 人は人生の終末を認識した時,強い恐怖や不
安を抱き,深刻な危機に直面する.終末期を生きる患者は
様々な喪失体験をすることで,自己存在の意味,価値を問
わずにはいられない.今回,終末期せん妄を呈し様々な全
人的苦痛を抱えた患者に対してチームアプローチを行い,
見えたケアや医療者の葛藤について報告する.【事 例】
A氏,60歳代,直腸がん肝転移術後,多発肺,肝,骨転移にて
化学放射線療法を行っていた.両側腹部痛,腰痛のため疼
痛コントロール目的で入院となった.入院数日後よりせん
妄状態となり,辻褄の合わない言動や徘徊行動が目立つよ
うになった.また自己効力感の喪失や,疼痛による身体的
苦痛,輸液による拘束感が強く,A氏からは自身について
「精神が崩壊している」などとの発言が聞かれた.そこで
看護師はA氏の訴えに対して積極的傾聴の姿勢を重視し,
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